




研究目的 

未熟児網膜症(ROP)は生下時体重 1,500g 以上の未熟児では確実に減少したが,1,500g 以下

の極小未熟児や 1,OOOg 以下の超未熟児ではその発生率は余り減少せず,重症搬痕化による

失明児も跡を絶たない。それは酸素の管理を十分に行っても ROP が発生したり,進行する例

が極小未熟児や超未熟児では特に多いからである。 

一方,C02 が脳の血管と共に網膜や脈絡膜の血管の拡張作用を持つことは実験的には知ら

れており,未熟血管にも同様の作用を及ぼすことが近年判って来た。そこで我々は,臨床的

に C02 の ROP への役割を追求する目的で本研究を行った。 


